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保育現場で学ぶ

１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期
保育職への意欲を向上させる
勉学への姿勢を確立する 保育実践を理解する 基礎的な保育実践力を修得する

保育者として必要な
資質・能力を修得する

次
代
を
つ
く
る
“
保
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
”

保
育
実
習
指
導

幼
児
教
育
実
習
指
導

幼
児
教
育
実
習
指
導

見
学
実
習
指
導

感性豊かな保育者に
自分の力を
ためしてみよう

子どもの世界に
ふみこもう保育者への扉を開こう

保育を創造する

教職実践演習

保育内容・健康（前期または後期） 保育内容・環境（前期または後期）

保育内容・人間関係（前期または後期） 保育内容・言葉（前期または後期）

保育内容総論 保育内容・音楽表現Ⅰ 保育内容・音楽表現Ⅱ

保育内容・造形表現

子どもを理解する

幼児理解・保育相談

乳児保育Ⅰ 乳児保育Ⅱ

子どもの食と栄養Ⅰ 子どもの食と栄養Ⅱ

子どもの保健Ⅰ 子どもの保健Ⅱ 子どもの保健Ⅲ

発達心理学 保育の心理学

障害児保育Ⅰ 障害児保育Ⅱ

相談援助 児童家庭福祉 社会福祉

社会的養護 社会的養護内容 家庭支援論 保育相談支援

教育原理（前期または後期） 教職入門（前期または後期） 教育史（前期または後期） 教育方法論（前期または後期）

保育原理Ⅰ 保育課程論

学びの基礎を
身につける

基礎専門体育Ⅰ 基礎専門体育Ⅱ

情報活用演習（基礎） 情報活用演習（教職） 日本国憲法（前期または後期）

SEITOKU Academic LiteracyⅠ SEITOKU Academic LiteracyⅡ

キャリア総合演習Ⅰ

国語

表現技能を
身につける

音楽Ⅰ 音楽Ⅰ 音楽Ⅰ 音楽Ⅰ

音楽Ⅱ～１ 音楽Ⅱ～２ 体育Ⅰ 体育Ⅱ

児童文化Ⅰ～１ 〔選択必修〕児童文化Ⅰ～２

児童文化Ⅱ～１ 〔選択必修〕児童文化Ⅱ～２

図画工作Ⅰ 図画工作Ⅱ 児童文化Ⅲ～１ 〔選択必修〕児童文化Ⅲ～２

人間性を高める

聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ 聖徳教育Ⅰ

聖徳教育Ⅱ 聖徳教育Ⅱ 小笠原流礼法基礎講座（前期または後期）

〔選択〕英語Ⅱ～１ 〔選択〕英語Ⅱ～２

英語Ⅰ～１ 英語Ⅰ～２

平成30年度入学生 聖徳大学短期大学部 保育科第一部 実習をコアにしたキャリア形成カリキュラムマップ

附
属
幼
稚
園
見
学
実
習

幼
児
教
育
実
習
Ⅰ

（
附
属
幼
稚
園
）

保
育
実
習
Ⅰ
（
施
設
）

保
育
実
習
Ⅰ
（
保
育
所
）

保
育
実
習
Ⅱ
（
保
育
所
）

保
育
実
習
Ⅲ
（
施
設
）

幼
児
教
育
実
習
Ⅱ

（
指
定
幼
稚
園
）

【選択】

地域で学ぶ
社会貢献の理論と実践 地域貢献活動の実践

キャリア総合演習Ⅱ キャリア総合演習Ⅱ キャリア総合演習Ⅱ
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保育現場で
学ぶ

幼児教育実習Ⅰ
附属幼稚園見学実習  成果 踏     幼
児期の特性、教師の援助、幼稚園の生活等に
   理解       保育活動 一部 担当
し、指導の実際を体験することを通して、意欲的
に学ぶことができる。

保育実習Ⅰ(施設)
これまでの実習の成果を
踏まえつつ、施設におけ
 利用児(者)との関わり
を通して、施設の役割と
機能、施設における保
育士の職務等について
理解         

保育実習Ⅰ(保育所)
これまでの実習の成果を
踏まえつつ、保育所の生
活に参加し、子どもへの
理解 深     保育
所の機能とそこでの保育
士 職務    理解
し、保育実習Ⅱまたは
Ⅲに向けての自己課題
を明確化することができ
る。

【選択】
保育実習Ⅱ(保育所)
これまでの実習の成果を
踏まえつつ、部分実習や
責任実習を通して、保
育所の機能と役割、保
育士の職務について深く
理解         
保育実習Ⅲ
これまでの実習の成果を
踏まえつつ、保育実習
Ⅰ(施設)  異  施
設での実習を通して、施
設の役割と機能、保育
士の多様な業務と職業
倫理等    深 理
解することができる。

幼児教育実習Ⅱ
これまでの実習の成果を
踏まえつつ、部分実習や
責任実習を通して、幼
稚園教諭 役割 理解
し、必要な指導方法や
技術を身につけるととも
に、幼稚園教諭としての
自覚を深めることができ
る。

GPA GPA GPA GPA GPA

１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期

保育職への意欲を向上させる
勉学への姿勢を確立する

保育実践を理解する 基礎的な保育実践力を修得する
保育者として必要な
資質・能力を修得する

次
代
を
つ
く
る
“
保
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
”

感性豊かな保育者に
自分の力を
ためしてみよう

子どもの世界に
ふみこもう

保育者への扉を開こう

保育を
創造する

保育内容を創造することへの関心・意欲を持つこ
とができる。

保育を創造するために、子ども一人ひとりに応じた
適切 援助方法 身    実習 通  深 
ることができる。

実習やフィールドワークの成果を踏まえつつ、保育
 構想 展開 省察     必要 実践的技
能 態度 身       

GPA GPA GPA

子どもを
理解する

子   理解     必要 知識 身    
いる。

身    知識 活用     実習 通  子
   広 理解         

実習を通して子ども一人ひとりの実態を的確にと
   子   広 深 理解         

実習やフィールドワークの成果を踏まえつつ、子ど
  成長発達     理論 実践 結 付  
考察することができる。

GPA GPA GPA GPA

学びの
基礎を
身につける

保育者として必要な身体表現の基礎を身につけ
ている。
保育者として必要なICT活用能力 基礎 身 
つけている。
保育者   必要 国語表現力 基礎 身  
けている。

身につけた身体表現を実習で生かし、深めること
ができる。
身につけたICT活用能力 実習 通  深   
とができる。

保育者、子ども、保育・幼児教育と日本国憲法
等 関      理解  実習 通  深  
ことができる。

GPA GPA GPA

表現技能を
身につける

表現技能 関  基礎的 知識 技能 身  
けている。

表現技能 関  基礎的 知識 技能 実習 
通して生かすことができる。

表現技能 関  知識 技能 実習 通  深
めることができる。

実習やフィールドワークの成果を踏まえつつ、保育
者        表現技能     理論 実
践を結び付て考察することができる。

GPA GPA GPA GPA

人間性を
高める

建学 精神 和  理解
し、他者に対して「礼
節     行動    
ができる。
卒業時 自分 見据  
充実した学生生活を送
るために、保育科生とし
 学 楽   見出  
とができる。
学び合う仲間とのコミュニ
ケーション(自分を知り、
他者を知る)を通して、ク
ラスの親睦を深めること
ができる。

FCでの成果を踏まえつ
つ、集団生活の中で、
規則正しい団体生活を
通して、自制心を養い、
他者に対する思いやりの
気持ちをもつことができる。
志賀高原の自然に触れ
ることを通して、自然と人
間との関わりについての
理解 深       
る。
FCの成果を踏まえつつ、
志賀高原での集団生活
を通して、クラスの連帯
感、信頼関係を構築す
ることができる。

FC、学外研修Ⅰの成果を踏まえつつ、学外研修
Ⅱでの集団生活を通して、宿泊や食事等の社会
人として必要なマナーを身につけることができる。
北海道 自然 文化   触     通   
自然 人間  関      理解 深     
できる。
FC、学外研修Ⅰの成果を踏まえつつ、学外研修
Ⅱを通して、卒業、就職に向けたクラスの連帯感、
信頼関係をさらに深めることができる。

ルーブリック ルーブリック ルーブリック

平成30年度入学生 聖徳大学短期大学部 保育科第一部 学びで得られる成果（Learning Outcomes）

地域で学ぶ

フィールドワークで子育て支援活動ができるように
なるために、子育て支援活動における課題解決
能力 身       

実習やフィールドワークの成果を踏まえつつ、地域
貢献活動 必要 実践的技能 態度 身   
ている。

GPA GPA

他者を尊重し、
保育に関わる
人たちと良好
な人間関係を
構築すること
ができる。

保育者の職務
内容を理解し、
使命感、責任
感をもって保
育に取り組む
ことができる。

子どもの遊び
や生活、発達
について理解
し、さらに、
保育者に求め
られる表現・
技能等を修得
して、一人ひ
とりの子ども
に適切な援助
をすることが
できる。

子どもの発達
や実態を踏ま
えて指導案を
作成、実践し、
その振り返り
と改善ができ
る。

他者と協働し
て地域の保育
課題に取り組
み、提案、発
信ができる。

学位授与の
方針に掲げる
学修成果
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聖
徳

大
学

短
期

大
学

部
 

   

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
 

 

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）
 

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
は
、
1933

年
に
創
立
さ
れ
た
東
京
聖
徳
学
園
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
和
」
を
教

育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
、
こ
の
理
念
を
社
会
に
創
造
的
に
活
か
し
な
が
ら
、
常
に
新
し
い
教
育
に

挑
戦
す
る
と
と
も
に
、
時
代
を
超
え
て
求
め
ら
れ
る
多
様
な
他
者
へ
の
尊
敬
と
共
感
を
大
切
に
す
る
人
間
性

を
備
え
た
女
性
を
様
々
な
世
界
に
輩
出
し
て
い
ま
す
。
 

現
代
社
会
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
個
人
・
社
会
の
価
値
観
が
多
様
化
・
複

雑
化
し
、
き
わ
め
て
多
く
の
複
合
的
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
激
し
い
社
会
に
お

い
て
、
人
間
の
尊
厳
を
見
失
わ
ず
、
自
ら
新
た
な
問
い
を
立
て
多
様
な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
新
た
な
価
値

を
生
む
た
め
の
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
は
、
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
教
育
改
革
を
進
め
、
互
い
の
価
値
観
を
共
感
的
に
受
け

止
め
る
確
か
な
人
間
性
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
と
学
際
的
な
洞
察
力
、
社
会
で
発
揮
で
き
る

専
門
性
の
高
い
実
践
力
を
も
つ
人
を
着
実
に
育
成
し
、
調
和
あ
る
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
 

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
は
、
上
記
の
教
育
理
念
に
基
づ
い
て
、
以
下
の
四
つ
の
教
育
目
標
を
掲
げ
ま
す
。
 

【
教
育
目
標
】
 

１
．
他
者
を
思
い
や
る
協
調
性
と
と
も
に
、
凛
と
し
て
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
の
確
か
な
人
間
性
を
育
成
す
 

る
。
 

２
．
自
己
分
析
力
、
論
理
的
思
考
力
、
自
己
管
理
能
力
を
活
か
し
、
個
別
学
問
領
域
を
超
え
た
ア
イ
デ
ィ
ア

や
洞
察
力
と
多
面
的
な
問
題
発
見
・
解
決
力
を
育
成
す
る
。
 

３
．
専
門
分
野
に
関
す
る
理
論
・
知
識
・
技
能
を
修
得
し
、
理
論
と
実
践
を
結
び
つ
け
て
社
会
で
発
揮
で
き

る
専
門
性
の
高
い
実
践
力
を
育
成
す
る
。
 

４
．
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
備
え
地
域
で
活
躍
で
き
る
専
門
性
の
高
い
実
践
力
を
発
揮
し
て
、
自
分
な
り
の

価
値
を
見
い
だ
し
、
自
ら
の
意
思
で
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
女
性
を
育
成
す
る
。
  

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
こ
う
し
た
教
育
目
標
に
基
づ
い
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成

し
ま
す
。
 

【
学
修
成
果
】
 

１
．
一
流
の
文
化
・
芸
術
が
も
つ
普
遍
性
と
固
有
性
を
感
受
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
多
様
な
価
値
を
受
け
止
め
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
．
思
い
や
り
と
慎
み
の
心
を
も
っ
て
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
集
団
の
中
で
自
立
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

３
．
自
己
や
事
象
を
客
観
的
か
つ
論
理
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
己
の
生
き
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
 

と
が
で
き
る
。
 

４
．
個
別
学
問
領
域
を
超
え
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
洞
察
力
を
活
か
し
、
自
己
の
確
立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
．
専
門
分
野
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
体
系
的
に
学
び
、
理
論
と
実
践
を
結
び
つ
け
て
主
体
的
に
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
．
専
門
領
域
に
関
わ
る
理
論
と
知
識
と
技
能
を
結
び
つ
け
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
を
も
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聖
徳

大
学

短
期

大
学

部
 

   

っ
て
、
多
様
な
実
際
的
か
つ
実
践
的
な
問
題
や
課
題
に
主
体
的
に
、
か
つ
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。
 

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
以
上
の
学
修
成
果
を
達
成
す
る
た
め
に
編
成
さ
れ
た
教
育
課
程
に
お
い
て

所
定
の
単
位
を
修
得
し
た
人
に
、
卒
業
を
認
定
し
、
短
期
大
学
士
の
学
位
を
授
与
し
ま
す
。
 

 

教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
）
 

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
学
修
成
果
を
体
系
的
に
達
成
す
る
た
め
に
、
全
学
共
通
科
目
と
専
門
教
育

科
目
の
教
育
課
程
を
以
下
の
方
針
に
基
づ
い
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
 

【
教
育
課
程
編
成
の
方
針
】
 

Ⅰ
 
全
学
共
通
科
目
 

 
全
学
共
通
科
目
は
、「

聖
徳
教
育
科
目
」、「

教
養
科
目
」、「

外
国
語
科
目
」
等
か
ら
構
成
し
て
い
ま
す
。
 

 
 
「
聖
徳
教
育
科
目
」
は
「
小
笠
原
流
礼
法
基
礎
講
座
」
と
「
聖
徳
教
育
」
か
ら
編
成
し
、
聖
徳
学
園
の

建
学
の
精
神
「
和
」
に
基
づ
い
た
本
学
独
自
の
人
間
教
育
を
目
的
と
し
、
確
か
な
人
間
性
を
育
成
し
ま
す
。
 

「
教
養
科
目
」
は
、
文
化
、
社
会
、
自
然
、
身
体
・
精
神
な
ど
に
関
わ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
複
合
的
な

諸
現
象
や
多
様
な
問
題
状
況
に
向
き
合
い
、
個
別
学
問
領
域
を
超
え
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
学
際
的
か
つ
多
面

的
な
洞
察
力
と
学
術
を
総
合
し
た
問
題
解
決
力
を
育
成
し
ま
す
。
 

「
外
国
語
科
目
」
等
は
外
国
語
お
よ
び
的
確
な
情
報
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
を
育
成

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
ま
す
。
 

Ⅱ
 
専
門
教
育
科
目
 

学
科
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
専
門
性
の
高
い
実
践
力
を
育
成
す
る
教
育
課
程
を
編
成
し
て
い
ま

す
。
そ
の
編
成
は
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
 

１
．
学
科
の
専
門
性
を
習
得
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
学
術
的
な
基
礎
力
を
育
成
し
ま
す
。
 

２
．
現
代
的
課
題
に
対
応
し
た
専
門
的
理
論
と
知
識
を
学
び
、
問
題
・
課
題
解
決
の
た
め
の
基
礎
力
を
育
 

成
し
ま
す
。
 

３
．
充
実
し
た
演
習
・
実
習
科
目
を
設
定
し
、
実
際
場
面
に
お
け
る
問
題
・
課
題
解
決
を
通
し
て
実
践
力
 

を
育
成
し
ま
す
。
 

４
．
専
門
職
業
人
と
し
て
自
立
し
、
優
れ
た
感
性
と
表
現
力
、
柔
軟
な
思
考
力
と
行
動
力
を
備
え
、
卒
業
 

後
の
現
場
で
生
き
る
専
門
性
の
高
い
資
質
・
能
力
を
育
成
し
ま
す
。
 

【
教
育
課
程
実
施
の
方
針
】
 

 
全
学
科
に
お
い
て
、
全
学
共
通
科
目
と
専
門
教
育
科
目
の
学
修
成
果
を
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め
に
、
授

業
計
画
（
シ
ラ
バ
ス
）
を
作
成
し
て
以
下
の
教
育
課
程
実
施
の
方
針
を
示
し
、
質
の
高
い
学
習
過
程
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
 

１
．「

到
達
目
標
」、「

学
修
成
果
」、「

評
価
の
要
点
」
を
明
示
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

２
．
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）
及
び
他
の
授
業
科
目
と
の
関
連
を
明
 

示
し
て
い
ま
す
。
 

３
．
授
業
方
法
と
し
て
能
動
的
な
学
び
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
導
入
し
、
深
い
学
び
を
促
進
 

し
て
い
ま
す
。
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聖
徳

大
学

短
期

大
学

部
 

   ４
．
毎
時
間
の
「
身
に
つ
く
資
質
・
能
力
」
と
「
予
習
・
復
習
」
時
間
を
明
記
し
、
そ
の
実
施
を
促
進
し
 

て
い
ま
す
。
 

 

入
学
者
受
け
入
れ
の
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
 

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
は
、
総
合
大
学
と
い
う
特
質
を
活
か
し
て
、
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
抜
い
て

い
く
た
め
の
確
か
な
人
間
性
、
ど
の
よ
う
な
社
会
で
あ
っ
て
も
不
可
欠
な
自
己
分
析
力
、
論
理
的
思
考
力
、

自
己
管
理
能
力
、
個
別
学
問
領
域
を
超
え
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
洞
察
力
と
多
面
的
な
問
題
発
見
・
解
決
力
、
そ

し
て
そ
れ
ら
を
発
揮
し
て
主
体
的
に
か
つ
協
働
し
て
課
題
に
取
り
組
め
る
、
社
会
で
発
揮
で
き
る
聖
徳
な
ら

で
は
の
専
門
性
の
高
い
実
践
力
を
も
つ
人
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
は
こ
う
し
た
目
的
を
理
解
し
、
そ
れ
を
達
成
で
き
る
資
質
を
も
っ
た
人
を
求
め
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
人
を
求
め
て
い
ま
す
。
 

１
．
学
び
を
通
し
て
、
自
己
の
成
長
を
実
現
し
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
を
も
っ
て
い
る
人
。
 

２
．
学
び
を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
夢
を
も
っ
て
い
る
人
。
 

３
．
学
内
外
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
基
礎
を
備
え
て
い
る
人
。
 

４
．
授
業
に
主
体
的
、
創
造
的
、
協
働
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
人
。
 

 

 
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
で
は
こ
の
よ
う
な
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
多
様
な
受
験
機
会
を
用
意
し
さ
ま

ざ
ま
な
入
学
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
試
験
に
お
い
て
は
、
各
学
科
で
の
学
習
に
必
要
な
技
能
、

知
識
、
基
礎
的
な
学
力
、
主
体
的
な
判
断
力
、
創
造
的
な
考
え
を
表
現
で
き
る
力
、
仲
間
と
協
働
し
て
学
び

を
作
っ
て
い
く
力
な
ど
に
つ
い
て
、
書
類
審
査
（
調
査
書
、
推
薦
書
な
ど
）、

実
技
試
験
、
学
力
試
験
、
面
接

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
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保
育

科
 

第
一

部
・

第
二

部
 

 

保
育

科
 

第
一
部
・
第
二
部
 

 

卒
業

認
定

・
学

位
授

与
の
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

 

聖
徳
大
学
短
期

大
学

部
保

育
科

は
、
理

論
と
技
術
を
兼
ね
備
え
、
実
践
力
に
優
れ
た
多
く
の
保
育
者
を

社
会
に
輩
出
し

て
き

ま
し

た
。

現
代
社

会
に
お
い
て
は
、
個
人
・
社
会
の
価
値
観
の
多
様
化
が
進
み
、
子

ど
も
を
取
り
巻

く
環

境
も

大
き

く
変
化

し
、

保
育
現
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
教
育
・
保
育

と
、
地
域
の
課

題
解

決
に

積
極

的
に
取

り
組

め
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
保
育
科
で
は
、
現
代

社
会

の
問

題
・
課
題
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
社
会
人
と
し
て
、
保
育
者
と
し
て
、

礼
節

、
豊

か
な
人

間
性

、
高

度
な

専
門

的
知
識

・
技
能

を
身

に
つ
け

、
子
ど

も
の
教

育
・

保
育
に

関
わ
る

専
門
家
と
し
て

の
情

熱
や

使
命

感
を
も

っ
た

保
育
者
「
次
代
を
つ
く
る
“
保
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
”」

を
養

成
し
ま
す
。
 

【
教
育
目
標

】
 

保
育
科
は
、
上

記
の

教
育

方
針

に
基
づ

い
て
、
以

下
の

三
つ
の
教
育
目
標
を
掲
げ
ま
す
。

 
１
．

礼
節
と
思

い
や

り
の

心
、

豊
か
な

人
間

性
、
保
育
者
と
し
て
の
使
命
感
や
責
任
感
を
育
成
す
る
。

 
２
．
保
育
実
践

に
必

要
な

論
理

的
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
他
者
と
連
携
・
協
働
す
る
力
等
、
理
論

 
と
実
践
力

を
育

成
す

る
。

 
３
．
子
育
て
の

支
援

を
通

じ
て

、
地
域

に
貢

献
で
き
る
力
を
育
成
す
る
。

 
【
学
修
成
果

】
 

保
育
科
で
は
、

上
記

の
教

育
目

標
に
基

づ
い
て
、
以
下
の
能
力
を
備

え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

 
１
．

他
者
を
尊

重
し

、
保

育
に

関
わ
る
人
た
ち
と
良
好
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
２
．
保
育
者
の

職
務

内
容

を
理

解
し
、

使
命

感
、
責
任
感
を
も
っ
て
保
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

 
３
．
子
ど
も
の

遊
び

や
生

活
、

発
達
に

つ
い

て
理
解
し
、
さ
ら
に
、
保
育
者
に
求
め
ら
れ
る
表
現
・
技
能

 
等
を
修
得

し
て

、
一

人
ひ

と
り

の
子
ど
も
に
適
切
な
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
４
．
子
ど
も
の

発
達

や
実

態
を
踏

ま
え

て
指

導
案

を
作

成
、
実
践
し

、
そ
の
振
り

返
り

と
改
善

が
で

き
る
。

 
５
．
他
者
と
協

働
し

て
地

域
の

保
育
課

題
に

取
り
組
み
、
提
案
、
発
信
が
で
き
る
。

 
保

育
科

で
は

、
以
上

の
学

修
成

果
を

達
成

す
る
た

め
に

編
成

さ
れ

た
教

育
課
程

に
お

い
て

所
定

の
単

位

を
修
得
し
た
人
に
、

卒
業

を
認
定

し
、

短
期

大
学

士
（
保
育
）
の
学
士
を
授
与

し
ま

す
。

 

 

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の
方
針
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
）

 

【
教
育
課
程

編
成

の
方
針

】
 

保
育

科
で

は
、

学
修

成
果

を
体

系
的

に
達

成
す
る

た
め

に
、

全
学

で
共

通
に
展

開
す

る
科

目
（

全
学

共

通
科

目
）

と
、
そ

れ
ら

を
基
礎

と
し
相

互
に
密

接
に
関

連
し

な
が
ら

専
門
性

の
高
い

実
践

力
を
育

む
専
門

教
育
科
目
の
教

育
課

程
を

編
成

し
て
い

ま
す

。
 

専
門
教
育
科
目

に
つ

い
て

は
、

以
下
の

方
針
に
基
づ
い
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

 
１
．
子
ど
も
を

理
解

す
る

力
を

育
成
す

る
科

目
群
を
設
定
し
、
教
育
・
保
育
・
心
理
・
福
祉
・
保
健
等
の

 
学
修

を
通

じ
て

、
子

ど
も
を
広

く
理
解
し
、
そ
の
成
長
発
達
に
つ
い
て
考
察
す
る
力
を
育
成
す
る

。
 

２
．

表
現
技
能

を
育

成
す

る
科

目
群
を

設
定

し
、
感
性
を
磨
き
、
豊
か
に
表
現
す
る
力
を
高
め
、
保
育
実

 

7



保
育

科
 

第
一

部
・

第
二

部
 

 

践
力
を
育

成
す

る
。

 
３
．
保
育
を
創

造
す

る
力

を
育

成
す
る

科
目

群
を

設
定

し
、
保
育
の

内
容
へ
の
理
解

を
深
め
、
指
導
力
を

 
育
成
す
る
。

 
４
．
保
育
現
場

で
学

ぶ
科

目
群

を
設
定

し
、
実
習
指
導

や
実
習
を
通
じ
て
、
子
ど
も
を
真
に
理
解
し
よ

 
う
と
す
る

姿
勢

と
保

育
実

践
力

、
対
人

関
係
能
力
を
育
成
す
る
。

 
５
．
地
域
で
学

ぶ
科

目
群

を
設

定
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
通
じ
て
、
保
育
者
と
し
て
地
域
の
保
育

 
課
題
に
取

り
組

む
姿

勢
を

育
成
す

る
。

 
【
教
育
課
程

実
施

の
方
針

】
 

保
育

科
で

は
、

学
修

成
果

を
効

果
的

に
達

成
す

る
た
め

に
、

以
下

の
教

育
課
程

実
施

の
方

針
を

示
し

、

学
生
が
自
ら
の

長
所

を
発

見
し

伸
長
で

き
る
学
修

を
展
開
し

て
い
ま

す
。

 
１
．

実
習
指
導

、
地

域
で

学
ぶ

科
目
等

に
お

い
て
自
己
評
価
を
導
入
し
、
学
生
が
自
ら
の
達
成
度
を
確
認

 
し
、
そ
れ

を
教

員
と

共
有

し
、

以
後
の

学
修
に
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
学
修
効
果
を
高
め

る
。

 
２
．
地
域
で
学

ぶ
科

目
群

に
お

い
て
は

、
地

域
社
会
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、

学
生
が

 
主
体
的
・

体
験

的
に

学
修

す
る

こ
と
に

よ
り
、
実
践
的
な
学
び
を
促
進
す
る
。

 
 

入
学

者
受

け
入

れ
の

方
針

（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

 

保
育

科
で

は
、

豊
か

な
人

間
性

を
備

え
た

保
育
者

、
理

論
と

実
践

力
を

備
え

た
保
育

者
、

地
域

に
貢

献

で
き

る
保

育
者
を

養
成

す
る
こ

と
を
教

育
目
標

と
し
て

掲
げ

、
教
育

目
標
の

達
成
の

た
め

に
、
充

実
し
た

教
育

課
程

を
編
成

し
て

い
ま
す

。
保
育

科
の
教

育
目
標

を
理

解
し
、

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

の
学

習
に
積

極
的
に

臨
む
人
を
、
受

け
入

れ
ま

す
。
 

具
体

的
に

は
、

次
の

よ
う

な
知

識
・

技
能

、
思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
等
の

能
力

や
、

主
体

性
を

も

っ
て
多
様
な
人

々
と

協
働

し
て

学
ぶ
態

度
、

明
確
な
目
標
を
も
つ
人
を
求
め
て
い
ま
す
。
 

１
．
教
育
、
保

育
、

福
祉

に
関

心
を
も

ち
、

保
育
者
に
な
る
意
欲
が
あ
る
。
 

２
．

子
ど
も
や

子
ど

も
を

取
り

巻
く
環

境
に

関
心
を
も
ち
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
．
文
章
を
理

解
し

、
考

え
、

そ
れ
を

ま
と

め
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

４
．
身
体
表
現

、
造

形
表

現
、

音
楽
表

現
等

の
活
動
を
積
極
的
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
．
グ
ル
ー
プ

学
習

、
課

外
活

動
や
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
で
、
仲
間
と
協
働
し
て
学
習
が
で
き
る
。
 

 
こ

の
よ

う
な

受
験
生

を
受

け
入

れ
る

た
め

に
、

多
様
な

受
験

機
会

を
も

ち
、
入

学
試

験
で

は
、

個
別

面

接
、

書
類

審
査

（
調

査
書

、
推

薦
書

な
ど
）
、
学

力
試

験
な
ど

を
組
み

合
わ

せ
て

総
合

的
に

評
価
し

ま
す

。 
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【
聖

徳
大

学
・

聖
徳

大
学

短
期

大
学

部
 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

】

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大

学
短

期
大

学
部

で
は

三
つ

の
ポ
リ
シ
ー
（
学
位
授
与
の
方
針
、
教
育
課
程
編
成
の
方
針
、
入
学
者
受

け
入

れ

の
方
針
）
を
、
よ
り
高
い

学
修

成
果

の
達

成
を

目
指
し

て
一
体
的
・
体
系
的
に
策
定
し
ま
し
た

。
今
後
は

そ
れ
ら
の
整
合

性
を

維
持

し
、
継
続
的
な
評
価
・
改
善
に

よ
っ

て
実

質
化

を
図
り

、
学
生
の
学
修
成
果
を
よ
り
高
い
水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

が
求

め
ら

れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
学
で
は

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

活
か
し
、
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
起
点
と
す
る
内
部
質
保
証
体
制
の

評
価
、
学

修
成

果
の
達
成
度
評
価
、
学
生

の
受

入
方

針
の

評
価

を
組
織
的
に
体
系
化
し
、
こ
の
先
進
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
体
系
を
聖
徳
大

学
・
聖

徳
大
学
短
期
大
学
部
ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
ポ

リ
シ

ー
と
名
付
け

、
更
な
る

教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

類
型

 
内
容

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
主

体
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対

象
手
法

 
実

施
時

期
 

内
部

 

質
保
証

 

三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
起
点
と
す

る
内
部
質
保
証
体
制
の
評
価

 

学
部
・
学
科

 

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会

 
学
科
の
内
部
質
保
証
体
制

 
内
部
質
保
証
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

 

エ
ビ
デ
ン
ス
提

示
 
等

毎
年

２
月

～
３
月

 

学
修
成
果

 
学
修
成
果
の
達
成
度
評
価

 

教
員

 

学
生

 

外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

 

学
修
成
果
の
達
成
状
況

 

L
e
arn

ing O
u
tc

o
m

e
s、

 

各
種
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
、

 

間
接
評
価

 
等

 

毎
年
４
月

～
２
月

 

学
生
の

 

受
入
方
針

 

入
学
者
受
入
方
針
に
基
づ
く
入

学
者
選
抜
方
法
の
評
価

 

学
部
・
学
科

 

入
学
セ
ン
タ
ー

 

IR
室

 

教
育
支
援
課

 

入
学
者
選
抜
方
法

 
入
学
者
の
追
跡
調
査
、

 

客
観
デ
ー
タ
の
分
析
・
検
証
等

 
毎
年
３
月

 

ア
セ

ス
メ
ン

ト

一
般
的

に
は
、
設
定
さ
れ
た
基
準
に
照
ら
し
た
質
的
・
量
的
測
定

を
指
す
。
高
等
教
育
の
質
保
証
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
教
育
機
関
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

、

授
業
科

目
、
学
生
等
が
測
定
の
対
象
と
な
る
。
そ
れ
ら
の
測
定
の
中
で
、
学
修
成
果
の
測
定
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。
 

学
修
成
果
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
目
標
と
な
る
学
修
成
果
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
対
し
て
学
生
が
ど
の
範
囲
と
水
準
ま
で
獲
得
し
た
か
を

把
握
す
る
取

組
み
で
あ
る
。
測
定
手
法
の
例
と
し
て
は
、
定
期
試
験
な
ど
の
直
接
評
価
と
、
卒
業
生
へ
の
状
況
調
査
や
学
生
に
対
す
る
満
足
度
調
査
な
ど

の
間
接
評
価

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
機
能
に
よ
り
、
診
断
的
評
価
（
学
修
前
の
予
備
知
識
、
ス
キ
ル
の
評
価
）
、
形
成
的
評
価
（
学
修
過
程
の
学

力
向
上
や
 

理
解
度
の
評
価
）
、
総
括
的
評
価
（
学
修
後
の
目
標
達
成
状
況
の
評
価
）
な
ど
に
分
類
で
き
る
。

 

ア
セ

ス
メ
ン

ト
・
ポ

リ
シ
ー

学
生
の

学
修
成
果
の
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
、
達
成
す
べ
き
質
的
水
準
及
び
具
体
的
実
施
方
法
な
ど
に
つ
い
て
定

め
た
学
内
の

方
針
。

個
々
の
授
業
科
目
に
お
い
て
は
、
学
内
の
方
針
に
基
づ
き
、
成
績
評
価
の
方
法
・
基
準
な
ど
が
学
生
便
覧
や
シ
ラ
バ
ス
に
明
示
さ
れ

、
学
生
に
周

知
さ
れ

る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
 

高
等
教
育
に
関
す
る
質
保
証
関
係
用
語
集
（
第

4版
）
よ
り

 

①②③

9



聖徳大学 　内部質保証体系（アセスメント・ポリシー）のイメージ図

入学者受入の方針（ＡＰ）

入学者受入方針に基づく

入学者選抜計画

入学者選抜

入学者選抜
の評価

入試の課題
抽出

教育課程・学修成果

Ｐ

Ｄ

Ｐ

Ｄ

学生の受け入れ

学生支援、

学習環境

Ｃ

学修成果の評価

教育プログラム
の課題抽出

継続的
改善継続的

改善

Ａ

内部質保証 （自己点検・評価基準に基づく、各学部・学科による自己点検）

企
画
委
員
会
第
二
分
科
会
に
よ
る
メ
タ
評
価

認
証
評
価
機
関
に
よ
る
認
証
評
価

Ｃ

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
（※

）

内部質保証のアセスメント

三つのポリシーを起点とする内部質

保証体制のアセスメント

社
会
情
勢
の
変
化
、
競
合
校
や
外
部
環
境
か
ら
の
影
響

Ａ

学園の理念

学部・学科・研究科の目的

卒業認定・学位授与の方
針（ＤＰ）

教育課程編成・実施の方
針（ＣＰ）

教育課程

シラバス

入学

授業

成績評価

学修成果

卒業

建学の精神・学則

理念・目的

学修成果

のアセス

メント

学生の受

入方針の

アセスメン

ト

（※）各学科の内部質保証体制の評価は、専門チームを編成し、「内部質保証チェックシート」を用い、学科とのヒアリングを行いながら実施する。

①

②③
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1

カリキュラムマッピングに向けた事前作業

教育目標

DP

CP

AP

学部 学科 コース 教育プログラム 学位

A

A1 A1学プログラム 学士(○○学)

A2
A2X A2X学プログラム 学士(○△学)

A2Y A2Y学プログラム 学士(○□学)

B B1

B1 B1学プログラム

学士(□□学)B2 B2学プログラム

B3 B3学プログラム

・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・

参考文献： 浅野茂（2017）「３つのポリシーの体系化に向けたIRによる支援―山形大学にお
ける教育の質保証強化の取組を通じて―」，名古屋高等教育研究，第17，pp8-22．

単位設定 目標設定 アライメント アサイメント

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

研
究
科

学
部
・

11

k-ito
テキスト ボックス
③浅野委員　
（山形大学学術研究院教授、
名古屋大学ＩＲ本部特任教授）
御提出資料




2

カリキュラム・マップの様式例と活用イメージ

教育課程の編成・
実施方針（CP）

カリキュラム 学位授与の方針（DP）

CP1 CP2 … CPn 科目名 担当教員 授業の目的 授業の到達目標 DP1 DP2 ・・・ DPn

〇 〇

サイエンス・ス
キル

山形太郎
山形花子

化学、生物、物理
学及び生化学の基
礎知識を涵養する。

(１)○○に関する
基礎知識を把握
できている。

(２)△△に関する
理論を理解でき
る。

(3)◇◇的なものの
見方を身に付け
ている。

(１)△
I

(２)◎
R

(３)〇
M

(1)△
A

単位設定 目標設定 アライメント アサイメント

A1学プログラム

A2X学プログラム

A2Y学プログラム

B1学プログラム

B2学プログラム

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◎ DP達成のために特に重要な事項
〇 DP達成のために重要な事項
△ DP達成のために望ましい事項

I： Introduced
R: Reinforced
M: Mastered
A: Assessed

CPとの対応状況 DPとの対応状況 カリキュラムの順次性

12



共愛学園前橋国際大学

共愛学園前橋国際大学における教学マネジメントの進捗と課題

共愛学園の沿革 共愛学園前橋国際大学の概要

■1888年（明治21年）
前橋英和女学校開校

■1889年上毛共愛女学校と改称
■1939年共愛幼児園開設
■1947年中学・高等学校の併設
■1988年

共愛学園女子短期大学開学
■1999年

共愛学園前橋国際大学開学
■2009年共愛学園木瀬保育園開設
■2011年共愛学園学童クラブ開設
■2016年共愛学園小学校開校

共愛学園こども園開設

名 称
英語名

共愛学園前橋国際大学

KYOAI GAKUEN UNIVERSITY

理 念 共愛＝共生の精神

目 的

国際社会のあり方について見識と洞察力を持ち、
国際化に伴う地域社会の諸課題に対処すること
のできる人材の養成

モットー
学生中心主義 地域との共生
ちょっと大変だけど実力がつく大学です

定 員 入学定員255名（2018年度に定員増）

学部
学科

国際社会学部 国際社会学科
国際社会専攻

英語コース 国際コース
情報・経営コース 心理・人間文化コース

地域児童教育専攻
児童教育コース

経 営
―2017年度決算―

借入金無 人件費率約46％
教育活動収支差額¥86,753,753

575

723 713

854

1100

255 270 277
292

270

994 1021 1031

1113 1130

15年 16年 17年 18年 19年

出願者数 入学者数 入学定員

在籍学生数 収容定員

970

255

直近の出願者・入学者等の推移

※2019年度は進行中であり、予想値である。

共愛学園前橋国際大学の概要

中央教育審議会大学分科会教学マネジメント特別委員会（第３回） Ｈ31.2.13

1

13

k-ito
テキスト ボックス
④大森委員　
（共愛学園前橋国際大学学長）
御提出資料




共愛学園前橋国際大学

共愛学園前橋国際大学における教学マネジメントの進捗状況

Ｄ
Ｐ
の
見
直
し
・
再
策
定

学
修
成
果
指
標
「
共
愛
１
２
の
力
」
策
定

Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
・
再
策
定

シラバス項目
の見直し

ナンバリング

カリキュラム
マップ

カリキュラム
ツリー

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ポ
リ
シ
ー
策
定

Ｋ
Ｃ
Ｇ
、
Ｋ
Ｃ
Ｇ+

Ｓ
、
Ｋ
Ｃ
Ｒ
を
活

用
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
自
己

評
価
に
よ
る
学
修
成
果
の
可
視
化
と

自
律
的
学
修
者
の
育
成

成績の厳格化

ＣＡＰ制

外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
・

学
修
経
験
調
査
の
導
入

Ｄ
Ｐ
・
成
果
指
標
達
成
の
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定

現在のマップは、コース専門科目や共愛コア、自由選択科目を分
野ごとにマッピングしたものであり、ＤＰを基点としていない。
また、現在作成しているツリーもコース独自のもので、やはり分

野別や進路別になっており、ＤＰが基点となっていない。
そのために、現カリキュラムが真にＤＰ達成に向かうものとなっ

ているかどうかの検証が不十分である。

※KCG=KYOAI Career Gate ※KCG+S=KYOAI Career Gate Showcase ※KCR=KYOAI Common Rubric

実施済の取組 これからの取組

共愛１２の力を基点に現行カリキュラムのマッピングし、
正課外活動も含め１２の力の分布を確認

①に加えKCGの結果も踏まえ１２の力を基に
カリキュラムの検証

②の結果を基に新カリキュラムを構築
（カリキュラムの精選を含む）

改めてマップとツリーを作作り直す

1

2

3

4

2019年度（中期計画上）

現
状

改
善

ＦＤＳＤとして策定した効果は大きかった

2
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共愛学園前橋国際大学

教学マネジメント構築に係る課題
本学が教学マネジメントの精度を高め、カリキュラムに反映する際の課題を

まとめてみました。
建学の理念 教育の目的ＤＰ

共愛１２の力

英
語
コ
ー
ス
専
門

国
際
コ
ー
ス
専
門

情
報
・
経
営
コ
ー
ス
専
門

心
理
・
人
間
文
化
コ
ー
ス
専
門

児
童
教
育
コ
ー
ス
専
門

卒業研究

課題演習

基礎演習

外国語

共愛コア
人間理解・人権と共生・
地域理解・国際理解・

社会への視点・自然の理解・

Global Skills

自由選択

G
lo

b
a
l C

a
re

e
r tra

in
in

g
 

副
専
攻

R
e

g
io

n
a

l C
a

re
e
r tra

in
in

g
 

副
専
攻

K
Y

O
A

I G
L
O

C
A

L
 H

O
N

O
R

S

課題１：教学マネジメントの知見が学内に無いことに伴う課題

①本学においては、実際にマネジメント構築の手順が前後してしまってい
る。また、独学するために、時間も要する。

②学部のＤＰとコース（学科）の専門性との両立をどう進めるのが正解な
のかなど、技術的な疑問の解決が難しい。

提案：ア）ガイドラインには取組事項のみならず、その手順やノウハウも
盛り込まれるとありがたい。

イ）カリキュラム編成専門教職員の育成のみならず、学部長等の教
学リーダーの研修機会の創出も必要。

課題２：ＤＰ達成に向けカリキュラムを精選することに伴う現実
的な課題に係る議論

①クラス規模が大きくなる→クラスを分割
→教員の確保（特に地方）と同一科目担当教員間の調整が難しい
という議論

②厳密にＤＰ達成をめざすと多くの授業が必修科目となる。
さらに４単位科目に転換していくと、４年間で履修する科目数が３０科
目程度、年間８科目程度、半期４科目程度となるが、これだけの科目数
で専門と教養（本学は特に学際学部）、資質、能力を身につけられるの
かという議論。

③科目バラエティの縮小⇔学生募集への影響を懸念する議論
参考）本学（１学部１学科）の年間設置科目数 約４８０科目

開講クラス数 約７００クラス

共愛学園前橋国際大学のカリキュラム

3

参考
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共愛学園前橋国際大学

共愛１２の力
ディプロマポリシー（DP)：卒業時に身につける力

1.地域社会の諸課題への対応能力
2.国際社会と地域社会の関連性についての識見
3.問題を発見し解決するための分析能力・実技的技能
4.国際化社会に対応できる十分なコミュニケーション能力

識
見

共生のための知識
文化、社会、地域、人間、自然、外
国語に関する知識

共生のための態度
倫理観、シチズンシップ、学び続け
ることを尊重する態度

グローカル・マインド
国際社会と地域社会（群馬）の関わ
りを捉える視点

自
律
す
る
力

自己を理解する力
自分の特徴、強みや弱み、成長を把
握する力

自己を制御する力
ストレスに対処し、学びやその他行
動を持続させる力

主体性
自ら課題を見つけ、行動計画を立て、
実行していく力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力

伝え合う力
読み、書き、会話し、表現し、伝え
る力

協働する力 チームで物事に取り組む力

関係を構築する力 他者と円滑な関係を築く力

問
題
に
対
応

す
る
力

分析し、思考する力
情報を収集・分析し、問題を見つけ
る力／論理的思考力

構想し、実行する力
問題に対応するためのプランを立て、
実行する力

実践的なスキル
現代社会において必要な基礎スキル
と専門的スキル

KYOAI CAREER GATE

4年間に出会うたくさんの学びと活動。そ
の一つ一つを、eポートフォリオである

KYOAI CAREER GATE
に蓄積し、自分の学習を振り返りながら、
それをエビデンスとして、学習成果指標に
基づく成果の自己評価と可視化をします。
さらに、その活動や成果を

SHOWCASE
を通して社会へと発信し、目ざすキャリア
へと接続します。

参考 4
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共愛学園前橋国際大学

KYOAI Common Rubric
4の軸 12の力 12の力の定義 レベル4 レベル3 レベル2 レベル1

識見

共生のため
の知識

多様な存在が共生し続ける
ことができる社会を築いて
いくために必要な知識

共生のための社会の諸課題に対応
するための、新たな知見を生み出
すことができる。

共生のための社会の諸課題につい
て、知識を組み合わせて、自分の
言葉で説明することができる。

所属するコースの専門的な知識を
習得している。

文化、社会、地域、人間、自然、
外国語に関する体系的な知識の習
得に努めている。

共生のため
の態度

多様な存在が共生し続ける
ことを尊重する考えや行動

多様な存在が共生可能な社会のた
めに、考え、学び、行動し続ける
ことができる。

多様な存在が共生する社会の中で、
自分ができること、やらなければ
いけないことについて考えること
ができる。

授業や活動を通じて、社会が多様
な存在で構成されていることを理
解し、多様性を尊重する気持ちを
持っている。

自分の態度や信念は他の文化やコ
ミュニティの態度や信念とは異
なっているという自覚をもってい
る。

グローカル・
マインド

地域社会と国際社会の関
わりを捉え、両者をつなぐ
ことで、地域社会の発展に
貢献する姿勢

地域社会と世界をつなぎ、自らが
暮らしていく地域の発展に貢献す
るグローカル人材として活躍して
いくビジョンを持っている。

地域社会と国際社会の関わりにつ
いて、様々な学びを通じて、主体
的に考えることができる。

母国以外の政治・経済・文化・社
会・歴史について知りたいという
意欲がある。

自らの暮らし、学びの場である地
域の経済・文化・社会・歴史につ
いて知りたいという意欲がある。

自律す
る力

自己を理解
する力

自己の特徴、強みや弱み、
成長を正確に理解する力

様々な経験を振り返ることを通じ
て、自分の特徴、強みや弱み、成
長を客観的に表現でき、将来に向
けての自分をイメージすることが
できる。

様々な経験を振り返ることを通じ
て、自分の特徴、強みや弱み、成
長を客観的に理解することができ
る。

自らの興味関心や特徴、長所や短
所について考えながら、授業や活
動に取り組むことができる。

授業や学内外の活動を通じて、自
分の興味関心のありかを確認した
り、新たな興味の対象を見つけよ
うしたりしている。

自己を制御
する力

ストレスや感情の揺れ動き
に対処しながら、学びや課
題に持続して取り組む力

ストレスや感情の揺れ動きと上手
く付き合いながら、大きな困難に
挑戦し、価値あることをやり遂げ
た経験と自信がある。

ストレスや感情の揺れ動きと上手
く付き合いながら、困難な課題に
取り組み続けることができる。

達成が容易でない課題でも、最後
まで粘り強く取り組むことができ
る。

設定した目標に向かって、取り組
むことができる。

主体性
人からの指示を待つのでな
く、自らやるべきことを見つ
け、行動する力

達成困難な課題であっても、解決
のための方法を模索しながら、自
ら動き続けることができる。

自らすべきことを見つけ、行動し、
その結果を振り返り、次の行動に
活かすことができる。

指示を待つのではなく、自分の状
況を判断した上で、自らすべきこ
とを見つけ、行動している。

指示を待つのではなく、何をすれ
ばよいか、するべきかを見つけよ
うとしている。

コミュ
ニケー
ション
力

伝え合う力

コミュニケーションにおいて、
相手の意図を正しく理解し、
自分の意図を効果的に伝
達する力

レベル1～3を複数の言語で行うこ
とができる。

適切なコミュニケーション・ツー
ルを用いて、自分の伝えたいこと
をわかりやすく表現することがで
きる。

コミュニケーションの状況や相手
の立場を考慮して、伝達方法を工
夫することができる。

発言や文章の論点を正しく理解す
ることができる。

協働する力
他のメンバーと協調しなが
ら集団として目標に向けて
行動する力

良いグループになるための条件を
常に模索し、他のメンバーへの働
きかけを通じて、グループの目標
達成に貢献することができる。

多様な意見や立場、利害を把握し
た上で、グループ内の関係性構築
に貢献できる。

グループでの自分の役割、責任を
理解し、自分なりにグループに貢
献することができる。

他者の発言をよく聞き、会話の流
れをしっかり追いながら、グルー
プに協力することができる。

関係を構築
する力

様々な他者と円滑な関係を
築く力

自分とは異なる価値観や文化を持
つ他者や、バックグラウンドが大
きく異なる他者とも円滑な関係を
築くことができる。

互いの状況や立場についての理解
を深め合うことにより、相手と円
滑な関係を築いていくことができ
る。

相手の状況や立場を理解し、共感
を示しながらコミュニケーション
することができる。

自分の気持ちを一方的に伝えるだ
けでなく、マナーを守り、相手を
尊重してコミュニケーションする
ことができる。

問題に
対応す
る力

分析し、思考
する力

様々な情報を収集、分析し、
論理的に思考して課題を発
見する力

必要な情報を効率的に集め、多面
的視点から分析を行い、現実の、
または学術上の問題について新た
な課題を発見することができる。

情報・資料の分析を通じて、物事
を多面的に見ることにより、問題
の新たな側面を発見することがで
きる。

自ら情報・資料を収集し、それら
を論理的に分析し、考察すること
ができる。

与えられた情報・資料を客観的に
読み取ることができる。

構想し、実行
する力

課題に対応するための計
画を立て、実行する力

現実の、または学術上の問題を解
決するために、収集した情報や知
識を活用しながら計画を立て、完
遂することができる。

計画の進捗状況を確認し、必要に
応じて計画を修正しながら、着実
に実行していくことができる。

立てた計画を着実に実行すること
ができる。

取り組むべき物事に対して合理的
な計画を立てることができる。

実践的スキ
ル

現代社会において必要な
基本的スキルと自らの強み
となる実践的スキル

問題解決に役立つ様々なスキルを
組み合わせて、状況に応じて柔軟
に活用することができる。

自らの強みとなるスキルを身につ
け、問題に対応することができる。

学びに必要な基本的な事柄を自ら
のスキルとして活用できる。

学びに必要な基本的な事柄（コン
ピュータの使い方やレポートの書
き方など）を理解している。

5参考
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共愛学園前橋国際大学のシラバス項目
科目ＮＯ． □□□●●● 科目名 ■■■■

教員名 ■■ ■■ 開講学期 ■■ 単位数 ●

概要 △△△△△△△△

到達目標 △△△△△△△△

「共愛１２の力との対応」

識見 自律する力 コミュニケーション力 問題に対応する力

共生のための知識 〇 自己を理解する力 伝え合う力 〇 分析し思考する力

共生のための態度 自己を抑制する力 〇 協働する力 構想し実行する力

グローカルマインド 主体性 関係を構築する力 〇 実践的スキル

教授法及び
課題のフィードバック方法

アクティブラーニング 〇 サービスラーニング 課題解決型学修 〇

受講条件・前提科目 △△△△△△△△

アセスメントポリシー及び評価方法 △△△△△△△△

教材 ■■■■ 参考図書 ■■■■

内容スケジュール

１週目（２週目～１５週目は省略）

授業学修内容 △△△△△△△△

授業外学修内容 △△△△△△△△ 時間数 〇.○時間

上記の授業外学修時間の合計 〇〇時間 その他に必要な自習時間 〇〇時間

English Version 。。。。。。。。。。。。。。。。

6参考
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英語コースの英語科目の分野別ツリー（共愛１２の力とリンクしていないことが課題）

7参考
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情報・経営コースの分野・資格・進路別マップ（共愛１２の力とリンクしていないことが課題）

8参考
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